
生
活
困
窮
世
帯
へ
の

�

本
市
独
自
の
支
援
策
を
問
う

�

加
藤　

学 

議
員
︽
座
間
市
公
明
党
︾

本
会
議
の
概
要

▽
５
月
24
日　

開
会
、会
期
決
定
、

会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
議
案
上

程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会

付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、
議
案

上
程
・
提
案
説
明
・
総
括
質
疑
・

委
員
会
付
託
、
陳
情
上
程
・
委
員

会
付
託
、
報
告
上
程
・
質
疑

▽
６
月
１
日　

一
般
質
問

▽
６
月
２
日　

一
般
質
問

▽
６
月
３
日　

一
般
質
問
、
議
案

上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員

会
付
託

▽
６
月
22
日　

委
員
会
審
査
報
告

･
質
疑
・
討
論
・
採
決
、
継
続
審

査
案
件
上
程
、
第
五
次
座
間
市
総

合
計
画
特
別
委
員
会
中
間
報
告
・

質
疑
、
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・

質
疑
・
委
員
会
付
託
省
略
・
討

論
・
採
決
、
報
告
上
程
・
質
疑
、

議
員
提
出
議
案
上
程
・（
提
案
説

明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
・
討
論
）

省
略
・
採
決
、
閉
会

な
お
、
質
疑
、
総
括
質
疑
、
討

論
は
、次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

議
案
第
25
号
～
第
27
号
に
対
す
る

質
疑
（
５
月
24
日
）

荻
原
健
司
（
自
民
党
・
い
さ

ま
）、
星
野
久
美
子
（
日
本
共
産

党
）、伊
藤
多
華（
座
間
市
公
明
党
）

総
括
質
疑
（
５
月
24
日
）

伊
藤
多
華（
座
間
市
公
明
党
）、

星
野
久
美
子
（
日
本
共
産
党
）

討
論
（
６
月
22
日
）

安
海
の
ぞ
み
（
会
派
に
属
さ
な

い
議
員
）、
長
瀨
未
紗
（
会
派
に

属
さ
な
い
議
員
）、
星
野
久
美
子

（
日
本
共
産
党
）、
荻
原
健
司
（
自

民
党
・
い
さ
ま
）

報
告
第
６
号
・
第
７
号
に
対
す
る

質
疑
（
６
月
22
日
）

髙
波
貴
志（
自
民
党
・
い
さ
ま
）

令
和
４
年
の
春
か
ら
、食
料
品
、

日
用
品
、
燃
油
の
値
上
げ
が
相
次

い
で
い
ま
す
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
を
受
け
た
現
在
の
値
上
げ
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
影
響
が

本
格
的
に
表
れ
て
く
る
の
は
こ
れ

か
ら
で
あ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
国
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
に
よ
り
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

等
へ
の
10
万
円
の
給
付
や
低
所
得

の
子
育
て
世
帯
に
子
供
一
人
当
た

り
５
万
円
を
給
付
す
る
な
ど
、

様
々
な
支
援
策
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
本
市
で
は
、
国
が

実
施
す
る
10
万
円
の
給
付
が
対
象

外
と
な
る
課
税
世
帯
の
う
ち
、
世

帯
所
得
が
２
０
０
万
円
以
下
の
世

帯
数
は
約
１
万
１
千
と
な
っ
て
い

建
設
業
に
お
け
る
技
能
労
働
者

の
育
成
に
は
、
一
定
の
期
間
を
必

要
と
し
ま
す
。
熟
練
工
の
減
少
に

よ
り
将
来
が
危
ぶ
ま
れ
る
建
設
業

界
の
現
状
を
考
慮
す
る
と
、
イ
ン

フ
ラ
の
維
持
や
高
齢
化
社
会
へ
の

対
応
も
含
め
て
大
き
な
支
障
を
来

す
と
考
え
ま
す
が
、
今
後
の
市
内

業
者
育
成
に
つ
い
て
の
考
え
を
お

示
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
市
の

公
共
工
事
の
入
札
制
度
に
お
い
て
、

市
内
業
者
育
成
の
観
点
か
ら
、
最

低
制
限
価
格
を
設
定
す
る
際
の
平

均
額
変
動
型
を
見
直
し
、
計
算
型

に
一
本
化
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　

最
低
制
限
価
格
の

設
定
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
落

札
率
の
推
移
や
他
市
の
状
況
等
を

踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

令
和
３
年
度
の
本
市
に
お
け
る

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
主
な
要
因

と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
拡
大
す
る
以
前
と
比
較
し
て
、

そ
の
人
数
は
増
加
し
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。
ま
た
、
進
路
保
障
に

ど
の
よ
う
な
公
的
支
援
を
し
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
不

登
校
児
童
・
生
徒
を
受
け
入
れ
る

居
場
所
を
運
営
し
て
い
る
団
体
へ

の
援
助
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

令
和
３
年
度
の
本
市

の
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
人
数
に

つ
い
て
、
小
学
校
は
84
名
、
中
学

校
は
１
８
３
名
で
す
。
不
登
校
の

主
な
要
因
は
、
無
気
力
で
何
と
な

く
登
校
し
な
い
、
漠
然
と
し
た
不

安
を
覚
え
て
登
校
し
な
い
、
登
校

で
き
な
い
、
就
寝
・
起
床
時
間
が

本
市
が
行
っ
た
小
田
急
相
模
原

駅
前
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

建
設
事
業
の
凍
結
に
つ
い
て
、
芥

川
か
お
る
県
議
会
議
員
の
県
政
レ

ポ
ー
ト
第
28
号
に
は
、「
令
和
４

年
度
の
工
事
着
工
を
確
保
す
る
た

め
の
建
築
基
準
法
第
44
条
た
だ
し

書
に
よ
る
許
可
取
得
に
、
市
か
ら

の
依
頼
を
受
け
、
微
力
な
が
ら
努

力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

と
あ
り
ま
す
。こ
の
文
章
か
ら
は
、

本
市
が
県
に
対
し
て
許
可
申
請
を

行
う
際
に
、
芥
川
県
議
に
何
ら
か

の
依
頼
を
し
、
芥
川
県
議
も
依
頼

を
受
け
て
何
ら
か
の
こ
と
を
行
っ

た
、
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
県
が
行
う
建
築
基
準
法
第
44

条
た
だ
し
書
に
よ
る
許
可
は
、
行

政
庁
の
許
認
可
に
関
わ
る
こ
と
で

相
模
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
新
田

宿
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
設
置
さ
れ
て
い

る
簡
易
ト
イ
レ
が
老
朽
化
し
た
場

合
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て

い
る
の
か
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
設
置
さ
れ

て
い
る
簡
易
ト
イ
レ
の
臭
い
へ
の

対
策
に
つ
い
て
、
現
状
の
簡
易
ト

イ
レ
は
便
槽
一
体
型
で
す
が
、
く

み
取
り
作
業
は
ど
の
く
ら
い
の
頻

度
で
実
施
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
く
み
取
り
作
業

完
了
後
に
防
臭
剤
及
び
防
虫
剤
を

投
入
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

現
在
は
薬
剤
を
投
入
し
て
い
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
今
後
、
実
施
し
て

は
い
か
が
か
と
思
い
ま
す
が
、
所

見
を
伺
い
ま
す
。

健
康
部
長　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
簡

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間
に
対

す
る
市
民
か
ら
の
要
望
が
指
定
管

理
者
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
座
間

市
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
財
団
に

届
き
づ
ら
く
、
そ
れ
が
市
側
に
も

伝
わ
ら
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
財
団
の
理
事
長

が
市
長
で
は
な
い
こ
と
に
よ
り
、

理
事
会
の
内
容
等
の
情
報
が
伝
達

さ
れ
な
い
と
い
っ
た
支
障
を
来
し

て
い
る
と
考
え
ま
す
が
、
指
定
管

理
の
将
来
像
に
つ
い
て
所
見
を
伺

い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
申
請
を
必

要
と
す
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座

間
の
施
設
に
お
い
て
、
施
設
を
無

断
で
私
的
に
利
用
し
て
い
る
事
例

を
聞
き
ま
し
た
が
、
市
長
は
把
握

し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

市
長　

財
団
の
現
理
事
長
は
、

ま
す
。
課
税
世
帯
で
あ
っ
て
も
生

活
が
困
窮
し
て
い
る
世
帯
へ
支
援

の
手
を
差
し
伸
べ
る
本
市
独
自
の

支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ

ナ
危
機
に
よ
る
経
済
打
撃
は
大
変

深
刻
で
あ
り
、
物
価
高
騰
な
ど
、

日
本
経
済
は
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
本
市
に

お
い
て
も
、
市
民
生
活
や
事
業
活

動
に
与
え
る
影
響
は
甚
大
で
す
。

今
後
、
さ
ら
に
状
況
が
悪
化
す
る

可
能
性
も
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

活
用
法
や
独
自
の
支
援
策
も
含
め

て
、
本
市
の
状
況
を
考
慮
し
な
が

ら
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の

市
内
建
設
業
者
の
育
成
に
お
け
る

考
え
方
に
つ
い
て
は
、
業
者
が
置

か
れ
て
い
る
状
況
や
意
見
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
他
市
の
状
況
等
を
注

視
し
、
よ
り
よ
い
入
札
制
度
と
な

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
長　

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
う

上
で
、
市
内
の
事
情
に
精
通
し
た

業
者
の
知
識
や
経
験
を
貴
重
な
財

産
と
し
て
後
継
者
に
伝
承
し
て
い

く
こ
と
、
さ
ら
に
は
災
害
発
生
時

に
備
え
て
、
相
互
の
協
力
体
制
を

し
っ
か
り
と
構
築
し
て
い
く
こ
と

は
大
変
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
市
内
建
設
業
者
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

定
ま
ら
ず
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
て

い
る
な
ど
の
要
因
が
多
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
以

前
と
比
べ
て
、
本
市
の
不
登
校
児

童
・
生
徒
の
人
数
は
、
小
・
中
学

校
と
も
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

教
育
部
長　

本
市
で
は
、
経
済

的
な
理
由
に
よ
り
進
学
す
る
こ
と

が
困
難
な
生
徒
を
対
象
に
奨
学
金

貸
付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
不

登
校
の
生
徒
に
特
化
し
た
制
度
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
適
用
条
件
を

満
た
せ
ば
利
用
可
能
で
す
。ま
た
、

居
場
所
を
運
営
す
る
協
力
団
体
は
、

手
続
を
し
た
上
で
、
社
会
教
育
施

設
の
使
用
料
の
減
免
が
可
能
な
た

め
、
団
体
活
動
の
間
接
的
な
援
助

に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

す
。
許
認
可
に
議
員
が
関
与
す
る

こ
と
は
あ
り
得
な
い
話
で
あ
り
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

本
市
が
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

建
設
に
関
わ
る
許
可
申
請
に
当
た

っ
て
、
芥
川
県
議
へ
何
か
依
頼
し

た
事
実
は
あ
る
の
か
、
ま
た
、
依

頼
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
依
頼
し
た
の
か
、
説
明

を
求
め
ま
す
。

都
市
部
長　

本
市
か
ら
正
式
に

芥
川
県
議
に
許
可
の
審
査
に
係
る

特
別
な
便
宜
を
依
頼
し
た
事
実
は

確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

【
再
質
問
】
で
は
、
特
別
な
便

宜
を
図
る
以
外
の
依
頼
は
あ
っ
た

の
か
伺
い
ま
す
。

都
市
部
長　

許
認
可
の
審
査
に

関
す
る
依
頼
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

易
ト
イ
レ
が
老
朽
化
し
た
場
合
の

対
応
に
つ
い
て
、
現
状
で
は
相
模

川
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
新
田
宿
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
ト
イ
レ
の
建
設
予
定
は

な
い
た
め
、
現
在
設
置
し
て
い
る

簡
易
ト
イ
レ
を
修
理
し
て
も
正
常

に
使
用
で
き
な
い
と
判
断
し
た
場

合
に
は
、
新
た
に
簡
易
ト
イ
レ
を

設
置
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま

す
。
く
み
取
り
作
業
に
つ
い
て
、

実
施
す
る
頻
度
は
毎
月
１
回
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
は
く

み
取
り
作
業
完
了
後
に
防
臭
剤
及

び
防
虫
剤
は
投
入
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
次
回
以
降
の
く
み
取
り
作
業

完
了
時
に
は
防
臭
剤
及
び
防
虫
剤

を
投
入
し
、
効
果
が
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、
継
続
し
て
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
が
承
知
し
な
い
と
こ
ろ
で
決
定

し
ま
し
た
が
、
市
の
意
向
を
踏
ま

え
て
今
後
運
営
す
る
と
の
発
言
が

あ
っ
た
の
で
、
そ
の
状
況
を
注
視

し
て
い
ま
す
。
財
団
の
サ
ー
ビ
ス

の
在
り
方
な
ど
、
市
民
か
ら
の
要

望
や
課
題
も
届
い
て
お
り
、
そ
の

対
応
も
引
き
続
き
注
視
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
外
部

の
方
に
よ
る
無
断
利
用
に
つ
い
て

確
認
し
、
事
実
で
あ
っ
た
た
め
、

厳
重
に
注
意
し
ま
し
た
。今
後
は
、

財
団
を
設
立
し
た
経
緯
や
財
団
が

指
定
管
理
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と

の
意
味
、
理
事
長
に
つ
い
て
の
課

題
の
有
無
を
確
認
し
て
い
く
と
と

も
に
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化

に
対
し
て
の
考
え
方
も
含
め
て
熟

考
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
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本
市
の
不
登
校
児
童
・
生
徒
の

�

現
状
に
つ
い
て

�

川
﨑　

高
一 

議
員
︽
ざ
ま
大
志
会
︾

グ
ラ
ウ
ン
ド
の

�

簡
易
ト
イ
レ
に
つ
い
て

�

美
濃
口　

集 

議
員
︽
ざ
ま
大
志
会
︾

許
認
可
の
申
請
に
当
た
っ
て

�

県
議
へ
何
か
依
頼
し
た
の
か
？

�

沖
永　

明
久 

議
員
︽
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
︾

公
益
財
団
法
人
座
間
市
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振

興
財
団
の
在
り
方
　
問
題
が
あ
る
の
で
は

安
海　

の
ぞ
み 

議
員︽
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
︾

令和4年（2022年）8月1日 第201号 （4）


